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前
稿
ま
で

）
1
（

に
、
建
仁
寺
両
足
院
蔵
『
月
令
抄
』
（
以
下
「
両
足
院
本
」
と
略
称
）
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
『
月
禮
抄
』
（ 

請

求
記
号
「
清
家
文
庫 1-64

／
ケ
／
1
貴
」
。
以
下
「
清
家
文
庫
Ａ
本
」
と
略
称
）
及
び
『
月
令
抄
』
（
請
求
記
号
「
清
家
文
庫1-64

／
ケ

／
2
貴
」
。
以
下
「
清
家
文
庫
Ｂ
本
」
と
略
称
）
の
三
本
に
つ
い
て
、
個
々
の
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
は
、
一
旦
そ
れ
ら
を
纏
め
、
で

き
れ
ば
、
両
足
院
と
博
士
家
清
原
家
と
の
繋
が
り
等
に
関
す
る
資
料
と
し
て
の
、
三
本
の
資
料
価
値
に
迫
っ
て
み
た
い
。

　

三
本
と
も
二
冊
か
ら
な
る
。
た
だ
し
、
第
一
冊
目
と
第
二
冊
目
と
の
本
文
切
れ
目
は
、
三
本
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
。
三
本
と
も
二
冊
い

ず
れ
も
美
濃
判
の
和
綴
じ
で
、
両
足
院
本
に
は
「
月
令
抄
（
上
・
下
）
」
題
簽
が
あ
り
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
は
「
月
令
抄　

共
二
冊
」
、
Ｂ

本
に
は
「
月
禮
抄
（
上
・
下
）
全
二
冊
」
の
墨
書
が
各
々
あ
る
。
三
本
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
遊
紙
一
丁
が
あ
る
。
な
お
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
は
、

「
上
」
「
下
」
の
別
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
第
一
冊
目
を
「
上
巻
」
、
第
二
冊
目
を
「
下
巻
」
と
呼
称
す
る
。

　

三
本
の
構
成
は
、
殆
ど
等
し
い

）
2
（

。
三
本
と
も
、
上
巻
墨
付
第
1
丁
表
に
「
啓
蒙
通
釈
下
」
「
暦
林
問
答
」
を
そ
れ
ぞ
れ
題
と
し
て
掲
げ
て

女
子
大
國
　

第
百
七
十
六
号　

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日
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そ
の
引
用
を
続
け
る
。
そ
の
後
、「
礼
記
巻
第
五
」
「
月
令
第
六
」
の
題
を
掲
げ
て
本
文
が
始
ま
り
、「
月
令
」
作
者
を
論
じ
た
後
は
、「
月
令
」

本
文
の
部
分
を
見
出
し
と
し
て
掲
げ
て
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
の
仮
名
抄
を
付
し
、
さ
ら
に
「
正
曰
」
「
正
云
」
と
『
礼
記
正
義
』
（
以

下
『
正
義
』
）
等
か
ら
の
引
用
が
続
く
、
と
い
う
形
式
を
基
本
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。
構
成
の
み
な
ら
ず
記
載
内
容
に
お
い
て
も
、
三
本

は
祖
本
を
同
じ
く
し
、
書
写
上
の
関
係
を
も
っ
た
、
同
一
の
資
料
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
祖
本
か
ら
の
書
写
の
流
れ
が
三
本
で
異
な
る
こ
と
を
反
映
し
て
か
、
子
細
に
検
討
す
る
と
様
々
な
相
違
が
見
い
だ
さ
れ
、
三

本
の
関
係
が
単
純
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

　

以
下
、
具
体
的
に
観
点
を
絞
っ
て
、
前
稿
ま
で
の
成
果
を
纏
め
つ
つ
三
本
を
比
較
し
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

一
、
誤
字
・
誤
写

　

三
本
と
も
に
、
一
文
字
・
二
文
字
単
位
で
の
書
写
間
違
い
を
推
定
で
き
る
箇
所
は
、
枚
挙
に
遑
が
無
い
ほ
ど
で
あ
る
。
前
稿
ま
で
の
成

果
を
ま
と
め
て
お
く
と
、

　
（
1
）
両
足
院
本
に
も
、
誤
字
・
誤
写
の
疑
わ
れ
る
、
書
写
間
違
い
の
可
能
性
が
推
定
で
き
る
部
分
が
、
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

両
足
院
本
に
見
い
だ
さ
れ
る
過
誤
（
或
い
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
箇
所
）
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
・
清
家
文
庫
Ｂ
本
の
そ
れ
と
比
べ
る

と
少
な
い
。

　
（
2
）
清
家
文
庫
Ａ
本
に
は
、
形
の
類
似
し
た
文
字
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
非
常
に
目
立
つ
。
粗
忽
と
す
ら
印
象
さ
れ
る
よ
う
な
誤

写
推
定
部
分
が
少
な
く
な
い
。

　
（
3
）
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
で
共
通
し
て
書
写
間
違
い
を
推
測
さ
せ
る
箇
所
を
検
証
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
不
正
確
に
文
字
を
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写
し
、
或
は
欠
落
さ
せ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
、
た
ま
た
ま
両
本
で
一
致
し
た
だ
け
、
と
い
う
可
能
性
を
否
定
す
る
根
拠
も
な
い
が
、

そ
う
い
う
「
偶
然
」
で
は
な
く
、
両
本
の
書
写
元
と
な
っ
た
元
本
が
近
し
い
関
係
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い

）
3
（

。

　
（
4
）
と
は
い
え
、
本
文
の
誤
字
箇
所
の
一
致
状
態
、
誤
写
内
容
の
一
致
状
態
か
ら
推
す
限
り
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
が
そ
れ

ぞ
れ
書
写
元
と
し
た
本
が
同
一
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。

　

右
記
（
2
）
に
纏
め
た
よ
う
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
の
書
写
元
本
（
或
い
は
そ
れ
以
前
も
）
で
の
書
写
過
誤
も
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
、
清

家
文
庫
Ａ
本
の
書
写
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
、
少
な
か
ら
ず
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　

二
、
本
文
欠
字
・
欠
落

　

三
本
と
も
に
、
本
文
に
欠
字
・
欠
落
が
あ
る
。
前
稿
ま
で
の
観
察
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

　
（
1
）
清
家
文
庫
Ａ
本
に
大
量
に
存
在
す
る
「
欠
字
」
は
両
足
院
本
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
総
じ
て
、
両
足
院
本
に
見
ら
れ
る
書
写

過
誤
に
よ
る
欠
字
或
い
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
箇
所
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
量
的
に
圧
倒
的
に
少
な
い
。

　
（
2
）
清
家
文
庫
Ａ
本
に
は
、
五
字
未
満
程
度
の
脱
字
も
多
く
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
も
は
や
「
脱
字
」
の
域
を
超
え
た
十
文
字
以
上

に
わ
た
る
「
欠
落
」
も
非
常
に
多
く
存
在
し
、
一
丁
ほ
ど
が
欠
け
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

　
（
3
）
清
家
文
庫
Ａ
本
に
多
く
見
ら
れ
る
本
文
「
欠
落
」
に
は
、
「
型
」
の
よ
う
な
も
の
も
存
在
す
る
。

　
（
4
）五
字
未
満
程
度
の
脱
字
は
、清
家
文
庫
Ｂ
本
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
も
の
の
、五
字
程
度
以
上
で
行
単
位
に
及
ば
な
い
程
度
の
脱
字
（
欠

落
）
は
、
む
し
ろ
Ａ
本
よ
り
も
少
な
い
。

　
（
5
）
清
家
文
庫
Ｂ
本
で
は
、
Ａ
本
で
の
、
ほ
ぼ
一
丁
に
亘
る
よ
う
な
欠
落
等
も
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
ほ
ぼ
一
丁
分
の
本
文
が
他
の
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箇
所
に
間
違
っ
て
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
綴
じ
間
違
い
の
疑
わ
れ
る
錯
乱
箇
所
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
著
し
い
、
一
〇
文
字
を
超
え
る
よ
う
な
本
文
欠
落

）
4
（

を
振
り
返
っ
て
お
く
。
両
足
院
本
お
よ
び
清
家
文
庫

Ｂ
本
を
基
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
お
い
て
欠
落
し
て
い
る
部
分
に
傍
線
を
付
す
。

　
　

是
弁
服
各
其
事
々
ニ
カ
ワ
ル
四
時
ニ
ヨ
リ
テ
カ
ハ
ラ
サ
ル
也　

又
玉
藻
曰
│
天
子
龍
袞
以
祭
ト
ハ
四
時
共
ニ
龍
袞
玄
衣　
　
　
（
両
上
28
ウ

）
5
（

）

　
　

是
弁
服
龍
袞
玄
衣　
（
清
Ａ
上
25
ウ
）

　
　

是
弁
服
各
其
事
々
ニ
カ
ワ
ル
四
時
ニ
ヨ
リ
テ
不
替
ル
也
又
玉
藻
曰
│
天
子
龍
袞
以
祭
ト
ハ
四
時
共
ニ
龍
袞
玄
衣　
　
　
　
　
　
（
清
Ｂ
上
22
ウ
）

　
　

百
縣
モ
合
制
ト
知
ヘ
シ
百
縣
ニ
為
来
歳
受
朔
日
ト
云
ハ
諸
侯
モ
亦
為
来
歳
受
朔
日
ト
知
ヘ
シ
互
見
メ
云
也
諸
侯
ト
ハ　
　
　
　
（
両
下
44
ウ
）

　
　

百
縣
モ
諸
侯
ト
ハ　
（
清
Ａ
下
32
ウ
）

　
　

百
縣
モ
合
制
ト
知
ヘ
シ
百
縣
ニ
為
来
歳
受
朔
日
ト
云
ハ
諸
侯
モ
亦
為
来
歳
受
朔
日
ト
知
ヘ
シ
互
見
メ
云
也
諸
侯
ト
ハ　
　
　
　
（
清
Ｂ
下
13
ウ
）

　

清
家
文
庫
Ａ
本
で
の
、
こ
の
よ
う
な
欠
落
に
は
、
「
型
」
の
よ
う
な
も
の
も
見
ら
れ
た
。

　
　

楚
語
云
重
為
南
西
司
天
犁
為
大
正
司
地
所
以
又
為
南
正
火
正
不
同
者
蓋
重
為
木
正
兼
為
南
正
司
天
犁
為
火
正
兼
為
北
正
故
韋　
（
両
上
14
ウ
）

　
　

楚
語
云
重
為
南
正
司
天
犁
為
火
正
兼
為
北
正
故
韋　
（
清
Ａ
上
13
オ
）

の
「
為
」
字
を
、
両
足
本
傍
線
部
末
尾
「
為
」
と
誤
認
し
た
結
果
、
傍
線
部
全
体
を
飛
ば
し
て
書
写
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
誤
認
に
基
づ
く
誤
写
の
類
型
が
清
家
文
庫
Ａ
本
に
数
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
に
報
告

）
6
（

し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
、
両
足
院
本
の
体
裁
で
二
九
行
ほ
ど
、
ほ
ぼ
一
丁
に
相
当
す
る
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
箇
所

）
7
（

が
複
数
見

ら
れ
た
。
両
足
院
本
の
本
文
を
基
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
無
い
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
、
一
箇
所
の
み
再
掲
す
る
。

　
　

 

廂
曰
廟
無
東
西
廂
有
室
曰
寢
是
也/

毋
作
大
事
│
軍
兵
ヲ
起
メ
農
事
ヲ
妨
ヘ
カ
ラ
ス/
是
月
也
毋
竭
川
澤
│
川
沢
ノ
魚
ヲ
ツ
ク
メ
取
ヘ
カ
ラ
ス
陂
池
ノ
魚

ヲ
尽
メ
取/

ヘ
カ
ラ
ス
山
林
ヲ
ヤ
イ
テ
獣
ヲ
ツ
ク
メ
取
ヘ
カ
ラ
ス
此
ニ
ハ
生
物
ヲ
害
ス
ル
事
ヲ
禁/

制
ス
ル
也　
　
　

天
子
乃
鮮
│
鮮
ハ
献
ノ
字
ニ
作
ヘ
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シ
ト
云
豳
七
月
詩
ニ/

四
之
日
其
祭
獻
羔
祭
韭
ト
云
ホ
ト
ニ
此
鮮
ノ
字
ハ
献
ノ
字
ナ
ル
ヘ
シ
ト
也
天
子/

ノ
羔
ヲ
献
メ
司
寒
ノ
神
ヲ
祭
ル
也
開
氷
ト
ハ
氷

室
ニ
蔵
メ
タ
ル
氷
ヲ
出
メ
マ
ツ/

宗
廟
ニ
薦
ル
也
其
後
人
ニ
賦
テ
下
サ
ル
ヽ
也

　
　

注
献
羔
│
左
傳
ニ
献
羔
而
啓
之
ト
云
啓
時
ニ
祭
ル　

薦
於
宗
廟
│/

宗
廟
ニ
薦
ト
ハ
仲
春
ヲ
云
乃
後
賦
之
ト
ハ
孟
夏
ヲ
云
故
凌
人
云
夏
頒
氷
ト

　
　

云
ヘ
リ
春
秋
傳
曰
│
正
云
案
昭
四
年
春
大
雨
雹
季
武
子
問
於
申
豊/

々
々
對
以
此
辞
北
陸
ト
ハ
虚
ノ
宿
也
十
二
月
ニ
日
ノ
虚
ノ
宿
ニ
ア
ル
時
氷
ヲ

　
　

氷
室
ニ
蔵
ル
也
西
陸
朝
│
西
陸
ト
ハ
昴
ノ
宿
也
四
月
ニ
日
ノ
昴
ノ
宿
ニ/

ア
ル
時
ニ
畢
ノ
星
カ
東
方
ニ
見
ユ
ル
也
此
時
氷
ヲ
出
テ
頒
テ
百
官
ニ
下

　
　

 

サ
ル
初
テ
出
テ
廟
ニ
薦
ハ
二
月
也
百
官
ニ
頒
ハ
四
月
也
日
本
ニ
ハ
四
月
朔
日
ヨ/

リ
メ
九
月
卅
日
マ
テ
毎
日
氷
ヲ
献
ス
ル
也
年
中
行
事
ニ
四
月
朔
日
ノ
処

ニ
主
水/

司
始
貢
氷
事
ト
ノ
セ
タ
リ　

深
山
窮
│
沍
ハ
閉
也
固
陰
ハ
堅
固
ノ
陰/

ナ
リ
沍
寒
ハ
閉
寒
テ
陽
ニ
通
セ
サ
ル
処
ナ
リ
是
ニ
ヲ
イ
テ
氷
ヲ
取
ル
也/

其
出
之
也
│
朝
之
祿
位
ト
ハ
丈
夫
已
上
ヲ
云
賓
ト
ハ
賓
客
ヲ
云
食
ト
ハ/

常
ノ
飲
食
也
喪
ト
ハ
死
喪
ヲ
云
祭
ト
ハ
祭
祀
ヲ
云
コ
レ
等
ニ
皆
氷
ヲ
用
ル
也/

其
蔵
之
│
黒
牡
ハ
黒
キ
牲
ヲ
云
秬
黍
ハ
キ
ヒ
也
コ
レ
ニ
テ
水
神
ヲ
祭
ル
司/

寒
ハ
水
神
也　
　

桃
弧
│
弧
ハ
マ
ル
木
ノ
弓
也
弓
ハ
ア
ワ
セ
タ
ル
弓
也
桃
ハ

不
祥
ヲ/

去
ク
ル
モ
ノ
也
鬼
神
ノ
ヲ
ツ
ル
モ
ノ
也
故
コ
レ
ニ
テ
シ
タ
ル
弓
ヲ
桃
弧
ト
云
棘
ハ/

針
ア
リ
テ
悪
ヲ
禦
ク
故
ニ
コ
レ
ニ
テ
シ
タ
ル
矢
ヲ
棘
矢
ト

云
司
寒
ノ
神
ト
ハ
玄
冥/

ノ
神
也
コ
レ
ハ
水
神
也　
　

時
食
肉
│
献
羔
而
│
献
羔
ハ
則
黒
牡
也/

火
出
而
畢
│
尊
卑
ヲ
イ
ワ
ス
悉
ク
賦
リ
與
ル
也
火
出
ト

ハ
夏
ノ
三
月
也
商
ニ/

於
テ
ハ
四
月
也
周
ニ
於
テ
ハ
五
月
也
周
礼
ニ
夏
頒
氷
ト
云
ハ
建
巳
四
月
也
夏
ノ/

三
月
ト
云
ト
四
月
ト
云
ト
不
同
ナ
ル
コ
ト
ハ　

正
曰
建
辰
火
星
在
昴
火
星
始
出/

至
建
巳
火
星
漸
高
棇
而
言
之
亢
得
稱
火
出
旱
則
三
月
之
末
晚
則
四
月/

之
初
不
甚
相
遠
又
三
月
内
有
得
四
月
節
故
拠
夏

而
言
之/

案
月
令
季
冬
蔵
氷
詩
豳
風
三
之
日
納
于
凌
陰
三
之
日
是
建
寅
不/　
　
　
（
両
上
49
オ
）

こ
の
欠
落
の
結
果
、
清
家
文
庫
Ａ
本
の
当
該
部
分
は
、
次
の
よ
う
な
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

廂
曰
廟
無
東
西
廟/

有
室
曰
寢
是
也
豳
風
三
之
日
納
于
凌
陰
三
之
日
是
建
寅
不　
（
清
Ａ
上
47
ウ

）
8
（

）

　

清
家
文
庫
Ｂ
本
に
も
、
量
的
に
清
家
文
庫
Ａ
本
に
は
及
ば
な
い
と
は
い
え
、
次
に
示
す
よ
う
な
、
一
〇
字
以
上
の
欠
落
は
存
在
す
る
。

　
　

楚
語
云
重
為
南
西
司
天
犁
為
大
正
司
地
所
以
又
為
南
正
火
正
不
同
者
蓋
重
為
木
正
兼
為
南
正
司
天
犁
為
火
正
兼
為
北
正
故
韋　
（
両
上
14
ウ
）
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楚
語
云
重
為
南
正
司
天
犁
為
火
正
兼
為
北
正
故
韋
昭
注
國
語
云
火
當
為
北　
（
清
Ｂ
上
11
ウ

）
9
（

）

　

清
家
文
庫
Ｂ
本
で
の
本
文
欠
落
例
と
し
て
挙
げ
た

）
10
（

も
の
を
抜
粋
し
て
再
掲
す
る
。

　
　

正
云
蟄
蟲
旦
者
孟
春
乃
出
則
左
傳
啓
蟄
而
郊
是
也
蟄
蟲
晚
者
則
二
月
始
出
故
此
云
蟄
蟲
咸
動
則
正
月
未
皆
動　
（
両
上
47
ウ
）

　
　

正
云
蟄
蟲
旦
者
孟
春
乃
出
則
左
傳
啓
蟄
而
郊
是
也
蟄
蟲
晚
者
則
二
月
始
出
故
此
云
蟄
蟲
咸
動
則
正
月
未
皆
動　
（
清
Ａ
上
43
ウ
）

　
　

正
云
蟄
蟲
旦
者
孟
春
乃
出
則
正
月
未
皆
動
（
清
Ｂ
上
37
ウ
）

　
　

其
時
楽
官
ニ
命
メ
大
ニ
諸
楽
管
籥
ノ
吹
ヲ
合
奏
メ
恩
愛
慈
愛
ノ
心
ヲ
ミ
セ
テ
ハ
タ
ス
ナ
リ
罷
ト
ハ
今
年
ノ
會
ハ
コ
レ
マ
テ
也　
（
両
下
66
オ
）

　
　

其
時
楽
官
ニ
命
メ
大
ニ
諸
楽
管
籥
ノ
吹
ヲ
合
奏
メ
恩
愛
ノ
心
ヲ
ミ
セ
テ
ハ
タ
ス
ナ
リ
罷
ト
ハ
今
年
ノ
會
ハ
コ
レ
マ
テ
也　
　
　
（
清
Ａ
下
50
ウ
）

　
　

其
時
楽
官
ニ
命
メ
コ
レ
マ
テ
也
（
清
Ｂ
下
30
ウ
）

　

欠
落
で
は
な
く
重
複
の
例
を
抜
粋
し
て
再
掲
す
る
と
、

　
　

 

案
命
暦
序
云
帝

傳
十
世
則
稷
契
不
得
為
帝

之
子
是
帝

後
世
子
孫
之
子
故
鄭
注
生
民
云
姜

高
辛
氏
之
世
妃
則
簡
狄
亦
高
辛
氏
之
後
世
之
妃
此
立
為

禖
神
者
是
簡
狄
之 

不
得
為
帝

之
子
是
帝

後
世
子
孫
之
子
故
鄭
注
生
民
云
姜

高
辛
氏
之
世
妃
則
簡
狄
亦
高
辛
之
後
世
之
妃
此
立
為
禖
神
者
是
簡
狄
之 

不
得
為
帝

之
子
是
帝

後
世
子
孫
之
子
故
鄭
注
生
民
云
姜

高
辛
氏
之
世
妃
則
簡
狄
亦
高
辛
氏
之
後
世
之
妃
此
立
為
禖
神
者
是
簡
狄
之
不
得
為
帝

此

祭
高
禖
是
祭
天　
　
　
　
　
（
清
Ｂ
上
36
オ
）

右
に
点
線
を
付
し
た
部
分
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
実
線
部
分
に
二
回
繰
り
返
さ
れ
る
。
さ
ら
に
複
雑
な
例
を
再
掲
す
る
と
、

　
　

 

體
完
ト
ハ
キ
ス
ナ
ヲ
云
視
ト
ハ
コ
レ
モ
宰
祝
カ
ミ
ル
ヲ
云
案
│
養
牛
羊
曰
芻
食
穀
曰
豢
音
患
草
ヲ
ク
フ
獣
ヲ
芻
ト
云
五
穀
ヲ
ク
ウ
獣
ヲ
豢
ト
云
瞻
│
肥
タ

モ
瘠
ヲ
モ
瞻
ヲ
モ
元
視
也　
（
両
下
36
オ
）

　
　

 

體
完
ト
ハ
キ
ス
ナ
ヲ
云
五
穀
ヲ
ク
ウ
獣
ヲ
豢
ト
云
瞻
│
肥
タ
モ
瘠
芻
食
穀
曰
豢
音
患
草
ヲ
ク
フ
獣
ヲ
芻
ト
云
五
穀
ヲ
ク
ウ
獣
ヲ
豢
ト
云
瞻
│
肥
タ
モ
瘠
タ

ル
ヲ
モ
瞻
モ
元
視
也　
　
　
　
　

 

（
清
Ｂ
下
6
ウ
）
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「
キ
ス
ナ
ヲ
云
」
か
ら
「
五
穀
ヲ
」
に
直
結
し
、
そ
の
間
の
傍
線
部
分
が
欠
落
す
る
が
、
そ
の
欠
落
の
一
部
「
芻
食
穀
曰
豢
音
患
草
ヲ
ク
フ

獣
ヲ
芻
ト
云
」
が
「
肥
タ
モ
瘠
」
の
直
後
に
現
れ
、
そ
の
後
に
「
五
穀
ヲ
ク
ウ
獣
ヲ
豢
ト
云
瞻
│
肥
タ
モ
瘠
」
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う

錯
綜
を
見
せ
る
。

　

さ
ら
に
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
一
丁
分
が
ズ
レ
て
い
る
、
長
大
な
乱
丁
箇
所
の
存
在
も
確
認
し
た

）
11
（

。

　
　
　

三
、
訓
点
類

　

前
稿
ま
で
に
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
の
体
裁
を
大
き
く
特
徴
付
け
て
い
る
点
の
一
つ
に
、
引
用
漢
文
で
の
訓
点
類
の
少
な
さ
を
指
摘
し
て
お

い
た

）
12
（

。
清
家
文
庫
Ｂ
本
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
比
べ
て
も
返
り
点
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
両
足
院
本
と
比
べ
る
と
さ
ら
に
著
し
く
少
な
い
の

み
な
ら
ず
、
決
し
て
整
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
指
摘
し
た
。
両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
の
返
り
点
が
後
補
の
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
返
り
点
（
訓
点
）
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
最
も
整
っ
た
本
文
を
も
つ
の
は
両
足
院
本
で
あ
り
、
清

家
文
庫
Ａ
本
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
は
、
最
も
粗
い
本
文
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　
　

四
、
漢
文
体
表
記

　

両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
と
清
家
文
庫
Ｂ
本
と
を
比
較
し
、
後
者
の
仮
名
抄
部
分
の
特
徴
と
し
て
、
漢
文
体
表
記
が
多
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
た

）
13
（

。
両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
で
も
、
た
と
え
ば
、

　
　

今
ハ
季
秋
ナ
レ
ト
モ
冬
ノ
令
ヲ
行
ヘ
ハ
如
此
也
（
両
下
49
ウ
・
清
Ａ
下
36
オ
）

と
漢
文
体
表
記
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
Ｂ
本
で
は
特
に
文
末
あ
る
い
は
そ
の
近
く
で
の
否
定
表
現
に
、
そ
れ
が
多
用
さ
れ
る
。

　
　

三
公
九
卿
大
夫
ト
云
テ
諸
侯
ヲ
云
ハ
ス
然
ト
イ
ヘ
ト
モ　
（
両
上
30
オ
）　

三
公
九
卿
大
夫
ト
云
テ
諸
侯
ヲ
云
ハ
ス
然
ト
イ
ヘ
ト
モ　
（
清
Ａ
上
26
オ
）



106

　
　

三
公
九
卿
大
夫
ト
云
テ
諸
侯
ヲ
不
云
然
ト
イ
ヘ
ト
モ　
　
（
清
Ａ
上
26
オ
）

　
　

是
月
也
祀
不
│
季
春
ニ
牝
牡
ヲ
合
セ
ン
タ
メ
ニ
故
ニ
犠
牲
ヲ
殺
サ
ス　
（
両
上
51
ウ
）

　
　

是
月
也
祀
不
│
季
春
ニ
牝
牡
ヲ
合
セ
ン
タ
メ
ニ
故
ニ
犠
牲
ヲ
殺
サ
ス　
（
清
Ａ
上
46
ウ
）

　
　

是
月
也
祀
不
│
季
春
ニ
牝
牡
ヲ
合
セ
ン
為
ニ
故
ニ
犠
牲
ヲ
不
殺　
　
　
（
清
Ｂ
上
40
ウ
）

　
　

夏
小
正
ニ
王
瓜
秀
ト
云
ト
キ
カ
ヨ
キ
ヤ
ラ
ン
知
ラ
ス
ト
也　
（
両
下
3
ウ
）

　
　

夏
小
正
ニ
王
瓜
秀
ト
云
ト
キ
カ
ヨ
キ
ヤ
ラ
ン
知
ラ
ス
ト
也　
（
清
Ａ
上
57
ウ
）

　
　

夏
小
正
ニ
王
瓜
秀
ト
云
ト
キ
カ
ヨ
キ
ヤ
ラ
ン
不
知
也　
　
　
（
清
Ｂ
上
50
オ
）

　
　

是
月
也
毋
用
│
南
方
ニ
火
ヲ
用
ヘ
カ
ラ
ス　
（
両
下
17
オ
）　　

是
月
也
毋
用
│
南
方
ニ
火
ヲ
用
ヘ
カ
ラ
ス　
（
清
Ａ
下
7
ウ
）

　
　

是
月
也
毋
用
│
南
方
ニ
火
ヲ
不
可
用　
　
（
清
Ｂ
上
61
ウ
）

書
写
元
本
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
に
お
い
て
漢
文
体
に
置
換
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
清
家

文
庫
Ｂ
本
の
、
「
書
写
」
と
い
う
作
業
に
関
す
る
意
識
を
窺
え
る
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

五
、
意
図
的
空
白

　

両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
に
は
、
項
目
や
記
述
の
切
れ
目
で
も
な
い
箇
所
に
見
ら
れ
る
、
不
自
然
な
空
白
が
存
在
す
る
。
前
稿
ま

で
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、

　
（
1
）
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
に
見
ら
れ
る
空
白
部
は
、
あ
た
か
も
、
そ
こ
に
本
来
あ
る
べ
き
文
字
の
欠
落
を
標
示
す
る
役
割
を

託
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う

）
14
（

。

　
（
2
）
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
で
同
一
箇
所
・
同
一
文
字
が
欠
落
し
、
し
か
も
当
該
箇
所
が
と
も
に
空
白
と
な
っ
て
い
る
点
ま
で
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が
共
通
し
て
い
る
例
が
あ
り
、
こ
れ
は
両
本
の
書
写
元
本
が
近
し
い
関
係
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
3
）
と
は
い
え
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
が
そ
れ
ぞ
れ
書
写
元
と
し
た
本
が
同
一
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
、
と
推
定
せ
ざ
る
を

得
な
い

）
15
（

。

　
（
4
）
清
家
文
庫
Ｂ
本
に
は
、
意
図
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
空
白
は
見
当
た
ら
な
い

）
16
（

。

　

両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
の
空
白
部
に
は
、
『
礼
記
正
義
』
や
他
二
本
を
参
照
す
る
と
文
字
を
補
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
三
本
の
う
ち
両
足
院
本
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
の
例
を
抜
粋
し
再
掲
す
る
。

　
　

帝
具
所
祭
之
處　

賀
湯
熊
氏
等
並
以
為
在
明
堂　
　
（
両
上
54
オ
）

　
　

帝
具
所
祭
之
処
椎
賀

熊
氏
等
並
以
為
在
明
當　
　
（
清
Ａ
上
49
オ
）

　
　

帝
具
所
祭
之
処
椎
加
是

熊
氏
等
並
以
為
在
明
堂　
（
清
Ｂ
上
42
ウ
）

　

清
家
文
庫
Ａ
本
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
の
例
（
抜
粋
・
再
掲
）
。

　
　

正
兼
為
南
正
司
天
犁
為
火
正
兼
為
北
正
故
韋
昭
注
國
語
云
火
當
為
北　
（
両
上
14
ウ
）

　
　

正
兼
為
南
正
司
天
犁
為
火
正
兼
為
北
正
故
韋　

注
國
語
云
火
當
為
北　
（
清
Ａ
上
13
オ
） 

　
　

重
為
南
正
司
天
犁
為
火
正
兼
為
北
正
故
韋
昭
注
國
語
云
火
當
為
北　
　
（
清
Ｂ
上
11
ウ
）

　

そ
し
て
、
両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
同
一
箇
所
に
見
ら
れ
る
も
の
の
例
（
抜
粋
・
再
掲
）
。

　
　

澤
皆
為
秦
相
後
又
為
丞
相　

天
子
曰
兆
民
ト
ハ
左
傳
閔
元
年
晋
卜
偃
之
辞
也　
　
（
両
上
31
ウ
） ；

 

「
也
」
一
字
欠
落
か
。

　
　

澤
皆
為
秦
相
後
又
為
丞
相　

天
子
曰
兆
民
ト
ハ
左
傳
閔
元
年
晋
卜
偃
之
辞
也　
　
（
清
Ａ
上
28
ウ
）

　
　

澤
皆
為
秦
相
後
又
為
丞
相
天
子
曰
兆
民
ト
ハ
左
傳

元
年
晋
卜
偃
之
辞
也　
　
　
（
清
Ｂ
上
24
ウ
）
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両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
、
こ
れ
ら
空
白
部
は
、
あ
た
か
も
、
そ
こ
に
本
来
あ
る
べ
き
文
字
の
欠
落
を
標
示
す
る
役
割
を
託
さ
れ

て
い
る
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
と
分
析
を
試
み
た

）
17
（

。
小
林
千
草
氏
も
、
両
足
院
蔵
『
雅
久
聞
書

）
18
（

』
に
散
見
さ
れ
る
「
空
白
部
分
」

に
つ
い
て
、
和
仲
東
靖
書
写
段
階
で
原
本
が
「
か
な
り
破
損
し
て
い
た
」
こ
と
の
反
映
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
月
令
抄
』
両
足
院
本
・

清
家
文
庫
Ａ
本
の
二
本
に
見
ら
れ
る
空
白
も
、
そ
の
書
写
元
本
段
階
で
既
に
存
在
し
て
い
た
欠
落
か
、
も
し
く
は
汚
損
等
で
判
読
が
困
難

で
あ
っ
た
部
分
に
、
そ
れ
を
標
示
す
る
意
図
を
も
っ
て
挿
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
書
写
元
本
自
体
に
、
既
に
当
該
空

白
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
忠
実
に
写
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
文
批
判
意
識
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い

な
く
、
殊
に
両
足
院
本
に
お
い
て
、
よ
り
高
い
意
識
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
考
察
し
た
。

　

両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
で
同
一
箇
所
・
同
一
文
字
が
欠
落
し
、
し
か
も
当
該
箇
所
が
と
も
に
空
白
と
な
っ
て
い
る
点
ま
で
が
共

通
し
て
い
る
例
が
あ
り
、
こ
れ
は
両
本
の
書
写
元
本
が
近
し
い
関
係
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

空
白
部
が
完
全
に
一
致
は
し
な
い
な
が
ら
、

　
　

春
時
惟
祭
大
皞　

云
〻
属
者
以
蠶
功
既
大
非
獨
祭　
　
　
　
（
両
上
54
オ
） ；

 
「
大
皞
云
之
属
」
が
妥
当
か
。

　
　

春
時
惟
祭
大
皞　
　

云
也
属
者
以
蠶
功
既
大
非
独
祭　
　
　
（
清
Ａ
上
49
オ
）

　
　

春
時
惟
祭
大
皞
〻
〻
云
也
属
者
以
蠶
功
既
大
非
独
祭　
　
　
（
清
Ｂ
上
42
ウ
）

　
　

瞻
│
肥
タ
モ
瘠　
　

ヲ
モ
瞻
ヲ
モ
元
視
也
（
両
下
36
オ
） ；

 

『
正
義
』
本
文
「
瞻
肥
瘠
者
瞻
亦
視
也
。
」

　
　

瞻
│
肥
タ
モ　
　

ヲ
モ
瞻
ヲ
モ
元
視
也
（
清
Ａ
下
24
ウ
）

　
　

瞻
│
肥
タ
モ
瘠
タ
ル
ヲ
モ
瞻
モ
元
視
也
（
清
Ｂ
下
6
ウ
）

や
は
り
、
と
も
に
文
字
を
補
入
で
き
る
空
白
部
が
同
一
箇
所
に
見
ら
れ
る
の
は
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
、
お
そ
ら
く
そ
の
書

写
元
を
通
し
て
の
近
し
い
関
係
を
示
唆
す
る
よ
う
に
受
け
取
れ
る
。
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
に
見
ら
れ
る
、
こ
の
空
白
は
、
こ
の
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よ
う
に
、
同
一
箇
所
・
同
一
文
字
に
つ
い
て
両
本
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
は
い
え
、
一
方
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
両
本
で

食
い
違
う
空
白
部
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
両
本
の
書
写
原
本
が
ま
っ
た
く
同
一
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
推
察
の
可
能
性
を
支
え
る

だ
ろ
う
。
両
足
院
本
の
筆
は
、
木
田
章
義
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
に
よ
れ
ば
利
峯
東
鋭
（
？
～
一
六
二
七
）
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
清
家

文
庫
Ａ
本
の
筆
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
検
討
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
意
図
さ
れ
た
空
白
が
見
当
た
ら
な
い
点
が
、
両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
に
比
し
て
の
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
の
大
き
な
特
徴

で
あ
る
。
こ
の
欠
字
想
定
箇
所
へ
の
空
白
設
定
欠
如
に
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
書
写
者
の
本
文
批
判
意
識
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か

を
推
測
す
る
手
が
か
り
を
見
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

次
項
に
も
述
べ
る
よ
う
に
清
家
文
庫
Ｂ
本
に
は
改
行
一
字
下
げ
が
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
先
に
述
べ
た
訓
点
類
が
少
な
い
こ
と
も
合
わ
さ
っ

て
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
の
見
た
目
の
印
象
を
非
常
に
平
板
で
単
調
な
も
の
と
し
て
い
る
。

　
　
　

六
、
注
記
等
改
行
一
字
下
げ

　
『
月
令
抄
』
三
本
の
内
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
に
は
、「
注
記
等
一
字
下
げ
」
と
い
う
、
体
裁
上
の
大
き
な
共
通
点
が
存
在
す
る
。

こ
の
一
字
下
げ
に
関
し
て
、
前
稿
ま
で
に
縷
々
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
と
を
纏
め
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
1
）
両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
の
注
記
等
一
字
下
げ
は
、
『
正
義
』
「
疏
」
部
分
か
ら
の
漢
文
引
用
を
主
と
し
、
『
正
義
』
書
き
下
し

に
近
い
も
の
や
『
正
義
』
に
な
い
独
自
解
説
を
述
べ
て
い
る
部
分
に
も
見
ら
れ
、
一
字
下
げ
体
裁
形
式
と
そ
の
内
容
と
が
、
必
ず
し

も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
見
出
し
│
解
説
」
の
型
と
し
て
意
図
的
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
2
）
清
家
文
庫
Ｂ
本
で
は
、
一
箇
所
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る

）
19
（

。

　
（
3
）
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
本
と
に
見
ら
れ
る
、
こ
の
注
記
一
字
下
げ
に
は
、
見
出
し
と
す
る
本
文
と
そ
の
注
（
解
説
）
と
を
視
覚
的
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に
識
別
し
易
く
整
え
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
（
4
）
両
足
院
本
で
一
字
下
げ
体
裁
を
と
る
箇
所
は
、
上
巻
二
九
カ
所
、
下
巻
一
一
五
カ
所
の
合
計
一
四
四
カ
所
で
あ
る
。
清
家
文
庫
Ａ

本
で
、
対
応
す
る
箇
所
が
一
字
下
げ
体
裁
を
と
っ
て
い
な
い
の
は
、
両
本
を
単
純
に
比
較
す
れ
ば
、
二
二
カ
所
に
と
ど
ま
る
。

　
（
5
）
清
家
文
庫
Ａ
本
の
、
一
丁
ご
と
の
行
数
（
概
数
十
二
）
、
一
行
の
文
字
数
は
、
両
足
院
本
と
異
な
る
が
、
両
足
院
本
で
は
上
巻
墨

付
第
40
丁
裏
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
注
記
一
字
下
げ
が
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
も
、
相
当
す
る
本
文
箇
所
で
あ
る
上
巻
墨
付
第
38 

丁
表
（
以
下
「
清
上
Ａ
38
オ
」
の
よ
う
に
記
す
）
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
（
6
）
両
足
院
本
に
一
字
下
げ
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
箇
所
二
二
に
対
し
て
、
そ
の
逆
は
僅
か

四
カ
所
の
み
で
あ
る
。

　
（
7
）
一
字
下
げ
体
裁
へ
の
関
心
の
高
さ
を
窺
え
る
よ
う
な
用
例
の
存
在
も
、
両
足
院
本
に
見
い
だ
せ
る
。

　

右
（
6
）
の
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
「
一
字
下
げ
」
体
裁
箇
所
の
類
似
か
ら
推
す
と
、
両
本
の
書
写
元
本
は
、
そ
う
遠
く
な

い
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
両
本
に
存
在
す
る
注
釈
等
一
字
下
げ
箇
所
の
異
な
り
は
、
両
本
の
書
写

元
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
体
裁
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
想
定
で
き
る
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
過
程
で
変
更
さ
れ
た
可
能
性
を
完
全

に
排
除
で
き
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

両
足
院
本
が
一
字
下
げ
体
裁
を
徹
底
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
全
く
な
い
に
し
て
も
、
「
注
記
等
一
字
下
げ
体
裁
」
と
い
う
点
か
ら
両

足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
を
観
察
す
れ
ば
、
清
家
文
庫
Ａ
本
よ
り
も
、
両
足
院
本
の
方
が
、
あ
く
ま
で
も
相
対
的
に
で
は
あ
っ
て
も
、

よ
り
「
整
え
ら
れ
た
」
本
文
を
も
つ
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
に
は
、清
原
宣
賢
自
筆
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
た
と
え
ば
『
礼
記
抄
』
（
請
求
番
号
「1-64

／
ラ
／
2
貴
」
）
は
、
墨
付
第
三
丁
裏
か
ら
、
『
礼
記
』
本
文
語
句
を
見
出
し
と
し
て
掲
げ
、
一
字
下
げ
の
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
章
で
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抄
し
た
後
、
「
正
曰
」
と
『
礼
記
正
義
』
等
か
ら
の
漢
文
引
用
を
載
せ
る
形
が
基
本
型
と
な
っ
て
お
り
、
本
文
（
見
出
し
）
と
注
と
の
区
別

を
視
覚
的
に
明
確
に
す
る
意
匠
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、
清
家
文
庫
蔵
『
易
学
啓
蒙
抄
』
『
尚
書
聴
塵
』
と
い
っ
た
、
清
原

宣
賢
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
資
料
で
も
、
そ
の
体
裁
が
、
や
は
り
、
見
出
し
語
を
掲
げ
た
上
で
一
字
程
度
下
げ
文
章
に
て
抄
を
付
し
て
い
る
。

本
文
見
出
し
と
注
と
を
視
覚
的
に
見
分
け
易
く
整
え
る
配
慮
は
、
宣
賢
自
筆
『
月
令
抄
』
祖
本
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
と
仮
定
し
て
も
大

き
な
無
理
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

）
20
（

。

　

そ
う
し
た
両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
に
比
べ
て
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
の
体
裁
は
、
右
（
2
）
に
纏
め
た
よ
う
に
僅
か
一
箇
所
の
み
の
一

字
下
げ
で
、
あ
ま
り
に
「
恬
淡
と
し
た
」
書
写
の
結
果
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
引
用
漢
文
の
訓
点
類
が
殆

ど
な
い
点
や
、
意
図
さ
れ
た
空
白
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
点
も
、
そ
う
し
た
印
象
を
強
め
る
。
も
ち
ろ
ん
、
引
用
漢
文
の
訓
点
類
は
両
足

院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
書
写
者
が
付
加
し
た
可
能
性
を
完
全
に
排
除
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
欠
字
空
白
・
訓
点
類
・
注
記
等

一
字
下
げ
を
す
べ
て
欠
い
て
い
る
点

）
21
（

は
、
書
写
者
の
本
文
批
判
意
識
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
三
本
の
関
係
性
に
つ
い
て
纏
め
て
き
た
。

　

両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
近
し
い
関
係
を
示
唆
す
る
よ
う
な
用
例
か
ら
は
、
両
本
が
書
写
元
と
し
た
本
が
、
直
接
的
な
書
写
元

本
は
異
な
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
遠
く
な
い
関
係
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
と
推
定
で
き
た
。

　

注
記
等
一
字
下
げ
、
欠
字
部
分
の
意
図
的
空
白
、
訓
点
類
の
存
在
等
、
一
見
し
た
印
象
が
両
足
院
本
に
近
い
清
家
文
庫
Ａ
本
（
或
い
は

Ａ
本
の
書
写
元
本
）
は
、
と
は
い
え
、
そ
の
書
写
完
成
度
が
如
何
程
の
も
の
で
あ
る
か
疑
わ
し
い
。
誤
字
・
脱
字
、
本
文
欠
落
等
、
相
対

的
に
両
足
院
本
よ
り
も
乱
れ
が
大
き
い
と
い
う
印
象
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。
両
足
院
本
に
も
、
書
写
間
違
い
の
可
能
性
が
推
定
で
き
る

部
分
は
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
大
量
に
存
在
す
る
「
欠
字
・
欠
落
」
は
両
足
院
本
に
は
さ
ほ
ど
見
ら
れ
ず
、

総
じ
て
、
両
足
院
本
に
見
い
だ
さ
れ
る
過
誤
（
或
い
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
箇
所
）
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
量
的
に
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や
は
り
少
な
い
。
加
え
て
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
挙
げ
た
よ
う
な
、
ほ
ぼ
一
丁
に
亘
る
よ
う
な
欠
落
等
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
両
足
院

本
の
本
文
は
、
相
対
的
に
、
よ
り
整
っ
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

本
文
欠
字
・
欠
落
は
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
も
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。
Ｂ
本
は
、
訓
点
類
、
欠
字
空
白
処
理
、
さ
ら
に
は
改
行
一
字
下
げ

体
裁
を
欠
く
外
観
か
ら
、
本
文
を
整
え
よ
う
と
い
う
意
識
が
希
薄
な
よ
う
に
見
え
、
見
た
目
の
印
象
が
両
足
院
本
か
ら
最
も
遠
い
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
本
文
批
判
意
識
の
在
り
方
に
先
入
観
を
も
た
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
文
自
体
は
、
そ
の
外
観
印
象

ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
清
家
文
庫
Ａ
本
よ
り
も
整
っ
た
部
分
も
あ
る
。
資
料
価
値
の
正
当
な
評
価
が
求
め
ら
れ
る
。

　

両
足
院
本
が
最
も
整
っ
た
本
文
を
も
つ
と
は
い
え
、
書
写
物
で
あ
る
以
上
は
免
れ
難
い
脱
字
等
誤
写
が
あ
り
、
他
二
本
で
補
正
す
る
必

要
が
あ
る
。
両
足
院
本
を
主
と
し
つ
つ
も
三
本
を
総
合
的
に
校
合
し
て
初
め
て
、
清
原
宣
賢
抄
『
月
令
抄
』
祖
本
本
文
の
復
元
可
能
性
が

期
待
で
き
る
。

注（
1
） 『
女
子
大
國
文
』
第
一
六
五
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）
、
『
女
子
大
國
文
』
第
一
六
八
号
（
二
〇
二
一
年
一
月
）
、
『
女
子
大
國
文
』
第
一
七
二
号
（
二
〇

二
三
年
一
月
）
。

（
2
） 

本
文
以
外
で
の
異
な
り
を
挙
げ
る
と
、
両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
に
は
「
礼
記
巻
第
五
」
の
下
に
「
享
禄
四
年
壬
五
月
環
翠
軒
宗
左
抄
之
」
と
あ

る
が
、
こ
れ
は
清
家
文
庫
Ｂ
本
に
は
無
い
。
ま
た
、
清
家
文
庫
Ａ
本
下
巻
末
尾
に
は
、
両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ｂ
本
に
は
無
い
「
地
震
ノ
詩
」
の
書

き
込
み
が
あ
る
。

（
3
） 

両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
近
し
い
関
係
を
示
唆
す
る
と
し
て
挙
げ
た
用
例
（
『
女
子
大
國
文
』
第
一
六
八
号
）
。

 

　
　
　

一
年
中
ニ
或
ハ
升
リ
或
ハ
升
ル
聖
人
象
ヲ
作
テ
各
分
テ　
　
（
両
上
35
オ
）
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一
年
中
ニ
或
ハ
升
リ
或
ハ
升
ル
聖
人
象
ヲ
作
テ
各
分
テ　
　
（
清
Ａ
上
31
ウ
）

 
　
　
　

一
年
中
ニ
或
ハ
升
リ
或
ハ
降
ル
聖
人
象
ヲ
作
テ
各
分
テ　
　
（
清
Ｂ
上
28
ウ
）

 
両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
の
傍
線
部
「
升
」
字
は
、
文
脈
か
ら
も
『
正
義
』
「
一
年
之
中
或
升
或
降
故
聖
人
作
象
各
分
」
か
ら
も
、
清
家
文
庫
Ｂ
本

の
よ
う
に
「
降
」
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
「
升
」
字
に
は
、
両
足
院
本
「
本
ノ
マ
ヽ
」
、
清
家
文
庫
Ａ
本
「
本
ノ
如
シ
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
傍
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、

 

　
　
　

大
裘
而
冕
祀
五
帝
亢
如
之
既
別
云
五
帝　
　
　
（
両
下
20
オ
）　　

大
裘
而
冕
祀
五
帝
亢
如
之
既
別
云
五
帝　
　
　
（
清
Ａ
下
10
ウ
）

 

　
　
　

大
裘
而
冕
祀
五
帝
二
九
如
之
既
別
云
五
帝　
　
（
清
Ｂ
上
63
ウ
）

 

「
亢
」
は
、
文
脈
か
ら
も
『
正
義
』
「
大
裘
而
冕
祀
五
帝
亦
如
之
」
か
ら
も
、
「
亦
」
字
が
妥
当
で
あ
る
。
や
は
り
、
両
足
院
本
「
本
ノ
マ
ヽ
」
、
清
家

文
庫
Ａ
本
「
本
ノ
如
シ
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
傍
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
傍
記
が
、
後
の
校
閲
者
で
は
な
く
書
写
時
・
書
写
者
に
よ
る
も
の
な
ら
ば
、

両
本
と
も
が
（
或
い
は
そ
れ
ぞ
れ
が
）
書
写
元
と
し
た
本
で
「
升
」
字
や
「
亢
」
字
で
あ
る
こ
と
に
疑
義
を
呈
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ら
傍
記
が
既
に
書
写
元
の
本
文
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
こ
に
既
に
、
こ
れ
ら
同
じ
「
誤
字
」

が
存
在
し
た
こ
と
と
な
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
書
写
元
本
に
、
と
も
に
こ
れ
ら
の
「
誤
字
」
が
見
ら
れ
た
こ
と

と
な
る
。
こ
れ
ら
「
誤
字
」
と
そ
の
傍
記
と
は
、
こ
の
両
本
の
関
係
性
を
推
定
す
る
材
料
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
例
で
は
、
清
家
文

庫
Ｂ
本
「
二
九
」
が
「
亢
」
文
字
の
誤
写
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
も
、
三
本
の
書
写
元
本
を
推
定
す
る
上
で
興
味
深
い
。

 

　

さ
ら
に
、

 

　
　
　

熊
掌/

ハ
常
ニ
ハ
マ
レ
ナ
ル
者
也
晋
霊
公
ノ　

 /

是
月
也
天
子
│
前
月
ハ　
　

 

（
両
下
49
オ
）

 

　
　
　

熊
掌
ハ
常
ニ
ハ
マ
レ
ナ
ル
者
也
晋
霊
公
ノ　

 /

是
月
也
天
子
│
前
月
ハ　
　
　
（
清
Ａ
下
36
オ
）

 

　
　
　

熊
掌
ハ
常
ニ
ハ/

常
ニ
ハ
マ
レ
ナ
ル
者
也
晋
霊
公
│
是
月
也
天
子
│
前
月
ハ　
（
清
Ｂ
下
17
オ
）

 

で
も
、
両
本
と
も
に
「
晋
霊
公
ノ
」
後
続
部
が
空
白
と
な
っ
て
お
り
、
両
本
で
別
個
に
発
生
し
た
偶
然
の
欠
字
と
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
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清
家
文
庫
Ｂ
本
で
も
、
「
晋
霊
公
│
」
に
続
く
本
文
が
欠
け
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
三
本
と
も
、
本
文
末
尾
部
分
（
両
78
オ
、
清
Ａ
下
61
オ
、
清

Ｂ
下
48
オ
）
に
「
大
簇 

□
鍾
之
所
生
三
分
益
一
律
長
八
寸
」
以
下
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、「
應
鍾
」
の
み
、
後
続
部
分
が
空
白
・
欠
落
に
な
っ

て
い
る
。

 

　
　
　

無
射  

夾
鍾
之
所
生
三
分
去
一
律
長
四
寸　
　
　
　
　

應
鍾 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
両
下
78
オ
・
清
Ａ
61
オ
・
清
Ｂ
下
40
オ
）

 

　
　
　
　
　

  
六
千
五
百
六
十
一
分
寸
之
六
千
五
百
二
十
四

（
4
） 『
女
子
大
國
文
』
第
一
六
八
号
。

（
5
） 「
両
足
院
本
上
巻
墨
付
き
第
28
丁
裏
」
を
「
両
上
28
ウ
」
の
よ
う
に
略
記
す
る
。

（
6
） 

次
の
よ
う
な
報
告
を
行
っ
た
（
『
女
子
大
國
文
』
第
一
六
八
号
）
。

 

　
　
　

周
礼
ニ
上
春
釁
亀
ト
云
ホ
ト
ニ
秦
モ
亦
上
春
ニ
釁
亀
ナ
リ
又
秦
ニ
ハ
孟
冬
釁
亀
筴
ト/

云
ホ
ト
ニ
（
両
下
53
ウ
）

 

　
　
　

 

周
礼
ニ
上
春
ニ
釁
亀
ナ
リ
又
秦
ニ
ハ
孟
冬
釁
亀
筴
ト/

云
ホ
ト
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
清
Ａ
下
33
ウ
・
正
し
く
は
下
31
オ
に
あ
る

べ
き
）

 

　
　
　

周
礼
ニ
上
春
釁
亀
ト
云
ホ
ト
ニ
秦
モ
亦
上
春
ニ
釁
亀
也/

又
秦
ニ
ハ
孟
冬
釁
亀
筴
ト
云
ホ
ト
ニ　

 

（
清
Ｂ
下
20
ウ
）

 

「
釁
亀
」
が
二
回
現
れ
る
う
ち
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
、
最
初
の
「
釁
亀
」
の
直
後
か
ら
二
回
目
の
「
釁
亀
」
直
前
ま
で
欠
落
す
る
。
最
初
の
「
釁
亀
」

ま
で
書
写
し
た
後
、
そ
れ
を
次
の
「
釁
亀
」
と
見
誤
っ
た
た
め
に
、
こ
の
写
し
忘
れ
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
欠
落
は
、
次
の
よ

う
な
欠
落
用
例
（
抜
粋
）
に
も
類
似
し
て
い
る
。
両
足
院
本
本
文
の
、
清
家
文
庫
Ａ
本
欠
落
部
分
に
傍
線
を
付
す
。
な
お
、
左
例
で
も
清
家
文
庫
Ｂ

本
に
欠
落
は
な
い
。

 

　
　
　

  

木
ニ
テ
シ
タ
ル
戸
ヲ
闔
ト
云
竹
葦
ニ
テ
シ
タ
ル
戸
ヲ
扇
ト
云
此
ニ
ハ
耕
者
ト
云
程
ニ
庶
人
ノ
事
ヲ
云
庶
人
ハ
蓽
門
蓬
戸
ノ
体
也
故
ニ
竹
ヤ
葦

ノ
ア
ミ
戸
ヲ
ス
ル
也　
　
　
（
両
上
48
オ
・
清
Ａ
45
ウ
）

 

　
　
　

鄭
司
農
注
五
兵
者
是
也
戈
殳
戟
酋
矛
夷
矛
後
鄭
又
注
云
步
卒
之
五
兵
則
無
夷
矛
而
有
厂
矢
如
鄭
所
云
則
此
注
拠

（
両
下
45
オ
・
清
Ａ
下
33
オ
）
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（
7
） 

こ
の
欠
落
部
分
は
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
上
巻
第
39
丁
表
に
、
表
現
の
細
部
に
若
干
の
異
な
り
を
も
ち
つ
つ
、
ほ
ぼ
両
足
院
本
本
文
に
等
し
い
形
で
存
在

し
て
い
る
。

（
8
） 
清
家
文
庫
Ａ
本
に
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
、
錯
乱
と
も
言
え
る
本
文
の
乱
れ
が
確
認
で
き
た
。

 

　
　
　

功
有
│
材
木
ヲ
ハ
ヨ
キ
ヲ
取
テ
作
リ
出/

ス
処
ハ
ヨ
ワ
ク
比
興
ナ
レ
ハ
功
ノ
當
ラ
サ
ル
也　
　
　
　
　
　
　
（
両
下
56
オ
）

 

と
あ
る
は
ず
の
本
文
「
比
興
」
の
「
比
」
と
「
興
」
と
の
間
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
（
清
Ａ
下
41
オ
）
長
大
な
紛
れ
込
み
が
あ
る
。
そ
の
紛
れ
込

ん
だ
部
分
は
、
本
来
、
下
巻
20
丁
表
に
あ
る
べ
き
も
の
で
、
当
該
部
分
は
、
下
巻
20
丁
表
と
下
巻
41
丁
表
と
に
重
複
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
下
巻
41
丁
表
本
文
に
は
、
途
中
欠
落
を
含
む
と
い
う
混
乱
ま
で
も
見
ら
れ
た
。
次
の
点
線
部
が
欠
落
部
で
あ
る
。

 

　
　
　

亀
策
相
互
矣
ト
ス
周
礼
ニ
上
春
ニ
釁
亀
ト
云
ホ
ト
ニ
秦
モ
亦
上
春
ニ
釁
亀
ナ
リ
又
秦
ニ
ハ
孟
冬
釁
亀
筴
ト/

云
ホ
ト
ニ

（
9
） 

注
6
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
が
、
こ
の
部
分
を
、

 

　
　
　

楚
語
云
重
為
南
正
司
天
犁
為
火
正
兼
為
北
正
故
韋
（
清
Ａ
上
13
オ
）

 

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

 

　
　
　

楚
語
云
重
為
南
西
司
天
犁
為
大
正
司
地
所
以
又
為
南
正
火
正
不
同
者
蓋
重
為
木
正
兼
為
南
正
司
天
犁
為
火
正
兼
為
北
正
故
韋
（
両
上
14
ウ
）

 

の
「
為
」
字
を
、
両
足
本
傍
線
部
末
尾
「
為
」
と
誤
認
し
た
結
果
、
傍
線
部
全
体
を
飛
ば
し
て
書
写
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
清
家
文
庫

Ａ
本
と
清
家
文
庫
Ｂ
本
と
で
同
じ
箇
所
を
同
じ
型
で
誤
写
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

（
10
） 『
女
子
大
國
文
』
第
一
七
二
号
。

（
11
） 

清
家
文
庫
Ｂ
本
、
第
2
丁
裏
最
終
行
と
第
3
丁
表
最
初
行
と
の
間
に
あ
た
る
部
分
で
欠
落
し
て
い
る
部
分
は
、
Ｂ
本
第
3
丁
裏
と
第
4
丁
表
と
の
間

に
存
在
し
、
一
丁
分
が
ズ
レ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
書
写
時
の
過
誤
か
、
現
状
Ｂ
本
第
4
丁
は
現
状
第
3
丁
の
前
に
あ
る
べ
き
も
の
が
綴
じ
間
違
わ

れ
た
乱
丁
で
あ
ろ
う
。

（
12
） 『
女
子
大
國
文
』
第
一
七
二
号
。

（
13
） 『
女
子
大
國
文
』
第
一
七
二
号
。
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（
14
） 

た
と
え
ば
、

 
　
　
　

各
分
テ
六
爻
ト
メ
十
二
月
ニ
象
ル
十
二
月
消　

息
ノ
卦
ト
云
ハ
（
両
上
35
オ
）

 
の
よ
う
な
、
紙
漉
き
時
に
発
生
し
た
と
お
ぼ
し
き
「
さ
さ
く
れ
」
が
あ
り
、
文
字
を
記
す
に
は
不
適
切
な
表
面
状
態
で
あ
っ
た
た
め
の
空
白
も
あ
り
、

す
べ
て
の
空
白
が
「
意
図
さ
れ
た
も
の
」
で
は
な
い
。

（
15
） 

た
と
え
ば
空
白
部
挙
例
を
、
あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
な
ら
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
で
、
同
一
箇
所
・
同
一
文
字
の
欠
落
を
想
定
で
き
る
空 

白
用
例
も
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
が
一
方
に
の
み
見
ら
れ
る
用
例
も
あ
っ
た
。

 

　
　
　

邪
是
於
行
故
慎
以
罪
之　

戮
也　
　
（
両
下
31
ウ
）

 

　
　
　

邪
是
於
行
故
慎
以
罪
之
摛
戮
也　
　
（
清
Ａ
下
87
ウ
）　　

邪
是
於
行
故
慎
以
罪
之
摛
戮
也　
　
（
清
Ｂ
下
3
オ
）

 

文
字
欠
落
に
伴
う
空
白
が
、
殊
更
に
作
為
を
も
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
た
と
え
ば
書
写
元
本
自
体
に
文
字
欠
落
が
あ
る
か
或
は
判

読
不
可
能
で
あ
る
か
、
と
い
っ
た
事
情
で
文
字
で
埋
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
書
写
者
が
判
断
し
た
、
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
両
足
院
本

と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
で
食
い
違
う
、
右
の
よ
う
な
空
白
部
用
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
写
元
と
し
た
本
で
の
、
当
該
文
字
記
載
の
在
り
方
が
異
な
っ
て

い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
16
） 

清
家
文
庫
Ｂ
本
に
も
、

 

　
　
　

世
守
天
文
之
変
雖
俱
掌
天
文
其
事
不
同　
（
両
上
32
ウ
）　　
　

世
守
天
文
之
変
雖
俱
掌
天
文
其
事
不
同　
（
清
Ａ
上
29
ウ
）

 

　
　
　

世
守
天
文
之
変
雖
俱
掌
天　

文
其
事
不
同
（
清
Ｂ
上
25
ウ
）

 

の
よ
う
な
空
白
が
例
外
的
に
存
在
す
る
が
、
Ｂ
本
で
の
こ
の
空
白
部
分
は
、
両
足
院
本
や
清
家
文
庫
Ａ
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
機
能
」
が
託
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
『
礼
記
正
義
』
「
世
守
天
文
之
變
雖
俱
掌
天
文
其
事
不
同
」
と
あ
る
。

（
17
） 『
女
子
大
國
文
』
第
一
六
八
号
。

（
18
） 

小
林
千
草
氏
『
両
足
院
蔵
日
本
書
紀
抄
』
「
解
説
」
参
照
。

（
19
） 『
女
子
大
國
文
』
第
一
七
二
号
。
注
營
室
│
正
曰
春
秋
説
云
営
室
主
軍
士
之
粮　
（
清
Ｂ
下
24
オ
）
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（
20
） 

た
だ
し
、
両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
『
月
令
抄
』
の
一
字
下
げ
と
前
記
『
礼
記
抄
』
『
易
学
啓
蒙
抄
』
『
尚
書
聴
塵
』
の
そ
れ
と
が
体
裁
を
一
に
し

な
い
こ
と
は
課
題
で
あ
る
。

（
21
） 
も
ち
ろ
ん
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
の
書
写
元
本
自
体
が
、
既
に
、
欠
字
空
白
・
訓
点
類
・
注
記
等
一
字
下
げ
の
い
ず
れ
か
或
い
は
全
て
を
欠
い
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
。

参
考
文
献

　
『
禮
記
正
義
』 

（
一
九
五
七
）　

鄭
玄
注 

孔
頴
達
疏　

中
華
書
局

　
『
礼
記
集
説
』 

九
州
大
学
附
属
図
書
館
支
子
文
庫
（
函
架
番
号123-

ラ
-11

）
国
文
学
研
修
資
料
館
電
子
資
料
館
上
で
閲
覧

　
　
　
　
　
　

 http://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/ow
ners/syuusyuu_list/list_kyuudaikuchinashi.htm

l 

　

大
橋
敦
夫 

（
一
九
八
九
）
「
抄
物
の
語
法
│
『
「
抄
物
共
通
語
』
の
存
在
に
つ
い
て
│
」
（
上
智
大
学
国
文
学
会
編
『
国
文
学
論
集
』
二
二
所
収
）

　

岡
嶌
偉
久
子 

（
二
〇
一
二
）
『
林
逸
抄
』
（
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
二
三
巻
）

　

川
瀬
一
馬 

（
一
九
四
九
）
「
饅
頭
屋
宗
二
に
就
い
て
」
（
『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
一
輯
所
収
）

　

木
田
章
義 

（
二
〇
一
八
）
「
講
演 

饅
頭
屋
と
博
士
家
│
文
化
を
守
る
も
の
│
」
（
『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
一
四
九
号
所
収
）

　

木
田
章
義 

（
二
〇
〇
五
）
「
両
足
院
本
「
毛
詩
抄
」
と
そ
の
背
景
」
（
『
林
宗
二 

林
宗
和 

自
筆 

毛
詩
抄
』
所
収
）

　
　
　
　
　

 

（
二
〇
〇
七
）
『
抄
物
と
中
世
文
化
』
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）

　

小
林
千
草 

（
一
九
六
八
）
「
解
説
」
（
伊
藤
東
愼
・
大
塚
光
信
・
安
田
章
編
『
両
足
院
蔵
日
本
書
紀
抄
』
所
収
）

　
　
　
　
　

 

（
一
九
九
二
）
『
日
本
書
紀
抄
の
国
語
学
的
研
究
』

　

蔦　

清
行 

（
二
〇
二
一
） 「
抄
物
研
究
か
ら 

： 

翻
訳
・
注
釈
と
し
て
の
訓
点
資
料
と
抄
物
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
四
六
輯 

（
小
特
集 

訓
点
資
料
研
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究
に
期
待
す
る
こ
と
）
）

　

森
岡
健
二 

（
一
九
九
一
）
森
岡
健
二
編
『
近
代
語
の
成
立
』
文
体
編

　

柳
田
征
司 
（
一
九
六
八
）
「
清
原
宣
賢
自
筆
「
三
略
秘
抄
」
の
本
文
の
性
格
に
就
て
」
（
『
国
語
学
』
第
七
五
号
）

　

山
下
宏
明 
（
一
九
六
一
）
「
語
り
物
文
芸
」
（
『
國
文
學
解
釋
と
鑑
賞
』
昭
和
三
六
年
一
二
月
号
所
収
）

　

湯
浅
茂
雄 

（
一
九
九
一
）
「
雅
俗
対
訳
資
料
に
お
け
る
俗
語
の
共
通
語
的
性
格
」
（
森
岡
健
二
編
『
近
代
語
の
成
立
│
文
体
編
│
』
所
収
）

 

（
本
学
教
授
）


